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２００５／８／２ 温暖化対策技術調査検討WG

建物・施設の温暖化防止

清水建設株式会社

代表取締役執行役員副社長

冨 士 原 由 夫

１．建物の特徴
２．当社の取り組み
３．建物・施設の事例
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“建設産業で使用される資源の 97％は構造資材として使用されている”

1990年実績 各種統計より

骨材（砂利、
砕石、砂）
949百万ﾄﾝ
(86.1%)

その他
4百万ﾄﾝ
(0.4%)

木材
15百万ﾄﾝ
(1.4%)

アスファルト
6百万ﾄﾝ
(0.5%)

鋼材(鉄筋、
鉄骨等)
42百万ﾄﾝ
(3.8%)

セメント
86百万ﾄﾝ
(7.8%) 1990年度

全国計
1,105百万ﾄﾝ

平成16年度 よくわかる建設リサイクルより

建設業以外

12.億ﾄﾝ

（5９%）

建設業

８.４0億ﾄﾝ

（4１%）

資源
使用量

建物の資源使用量 建物の資源使用内訳

１．建物の特徴

１－１） 資源の大量使用
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建設資材関連運輸時
5.0%

建設時 1.3%

施設運用時
24.4%

建設資材生産・加工時
12.0%

建設関連合計
42.7%

■ 日本の1995年CO2排出量
1,363百万ﾄﾝ

その他
57.3%

出典：日本建築学会計画系論文集 第549号（漆崎 昇 他）

１－２） エネルギーの大量使用
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■ 東京都２３区の８月の人工排熱の変化

1972年

1999年

出典：（社）産業環境管理協会 環境管理 2003 VOL.39

■ 東京都２３区の用途別年間排熱量

1996年

2010年
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出典：独立行政法人 土木研究所 ホームページ
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１－３） ライフサイクル

調査・研究

リニューアル

運営・維持管理調達・施工計画・設計 解 体

長寿命設計
高効率設計
省エネルギー設計
新エネルギー設計
省資源設計
負荷低減工法
既存躯体再利用設計
既存部材再利用設計
長期保全計画
省エネルギー運用提案
緑化
グリーン調達

長期保全計画提案
ランニングコスト削減提案
効率的なビルマネジメント
消費エネルギー削減提案
建物診断

リニュ－アル提案
建物の長寿命化提案
省エネルギー提案

フロン・ハロン
適正処理

解体材リサイクル
再生コンクリート

要素研究
インベントリー
ＬＣＡ評価分析
発注者の意図確認

副産物の削減

省燃費運転

こまめな消灯

省資源工法

グリーン調達

ライフサイクルが長く各段階で様々な負荷低減が必要

建物ごとに設計・建設される

アッセンブル産業

３０年⇒６０年⇒１００年
建物・施設は、

社会資産として持続する
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構造躯体で削減
超高層マンション「ワールドシティタワーズ」の例

工業化、再生材、モーダルシフトで４，３００ｔCO2削減

構造躯体で削減 （工業化工法・再生材の活用・モータルシフト）

２．当社の取り組み

２－１） 省資源によるCO2削減

再生材の使用

構造部材のPC化

構工法の採用

ユニット化・標準化

構造部材に再生材を使用

掘削土の海上輸送モーダルシフト

工業化工法

省
資
源
・資
源
循
環
の
実
績

効果→熱帯材合板の削減
構造資材物質の削減
建設廃棄物の削減

効果→仮設資材の削減
建設廃棄物の削減
資材運搬用燃料の削減

効果→建設廃棄物の削減

効果→物流によるエネルギーの削減

効果→バージン材の削減

・PC床板の統一 ・PC柱の梁主筋の統一
・柱断面の統一 ・設備配管のユニット化 ・配線のユニット化
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制震補強

バットレス 鋼材ダンパー

免震レトロフィット

構造ヘルスモニタリング

高機能型簡易型

本社

A支店B工場

⇒ BCP

スケルトンインフィル

高強度コンクリート

長寿命化によるライフサイクル温暖化ガスの削減

■ 一年あたりのライフサイクルＣＯ２の削減
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高強度鋼による新構造システム資源循環コンクリート

震度７弾性構造＝大規模災害時無損傷

架構は高耐久で、内部用途可変

部材の再資源化が可能

解体ｺﾝｸﾘｰﾄを高品質の再生骨材と
微粉末にリサイクルする技術

新たな技術：資減循環・部材の再資源化

複数階
多層基盤建築

複数階 住宅等

オフィス

店舗
交通施設
立体区画

新基盤レベル

基盤レベル

長スパン壁新基盤建築
（従来スパン比２倍）
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２－２） 省エネルギーの取り組み

自主的取り組み 省エネルギー技術 新エネルギー技術 排出量の確保

トータル・エコ活動を通して、ＣＯ２削減をお手伝いします


